
実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

ホーム名：グループホーム ( ゆとり  )
自己評価 外部評価

実施状況
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身体拘束をしないケアに務め、他
施設で拘束が必要だった入居者
も状況が改善した事例がある。
現在、ベッドの4点柵を使用してい
る入居者がいるが、家族ともよく
相談し、ケアプラン変更時にも見
直しを行っている。
身体拘束検討委員会も主治医や
看護師の参加の元、適切に実施
されている。

項目

「入居者の心と身体を大切に　入
居者の尊厳を守ります」を理念に
掲げ、玄関正面の壁に掲示してい
る。
常に寄り添うという気持ちを忘れ
ず、気になることは都度メモを取
り、職員同士で共有している。

コロナ禍で中止にはなっている
が、「高齢者食事会」には職員が
出席し、認知症について説明する
ことで地域の理解を得ている。ま
た、現在は受け入れ困難だが、中
学生のトライアルウィークを受け
入れ、地域に開かれた事業所に
なるよう、地域とのつながりを大切
にしている。

コロナ禍で中止しているが、運営
推進会議には市職員や自治会代
表者も参加しており、ホームの状
況を把握のうえ、意見をもらってい
る。
議事録も適切に整備されている。

毎月、2名の介護相談員が市から
来訪され、入所者1人1人の意見を
聞き取って報告いただける。入所
者が職員に言いにくいことを把握
できるだけでなく、入所者の気分
転換にもなっている。

地域の高齢者の行事に招かれ、介
護技術や体操、地域の社会資源に
ついて講義をする機会が与えられ
ていた（コロナ禍でここ数年は自粛
されている）

同一敷地にある診療所の患者・家
族から、介護についての相談を持
ちかけられることがあり、それに応
えている

開設時に作ったものを、外部評価
での指摘を受けて、簡潔でわかり
やすいものに変えて、実践につな
げている

安易に中止とするのではなく、オ
ンライン開催や書面開催など、直
接介さずとも開催できる方法を模
索し、運営に繋げていただきた
い。

身体拘束についてのスタッフの研
修とともに、止むを得ず身体拘束を
行わなくてはならないか、について
は、協力医療機関の医師・看護師
などを交えて検討を行っている
玄関はコロナ禍による「換気」の必
要もあるので、常時の施錠は行っ
ていない

職員が集まって学ぶ機会を定期的
に持っている

コロナ禍で外部からの参加を見合
わせているが、開催時出た質問・
意見については、議事録を作り回
覧している

運営推進会議に参加していただい
ていたが、このところ参加いただけ
ていないが、それに変わるものとし
て「ホームの現況」を文書にまと
め、隔月に担当窓口に届けている



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている
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入所者には「担当者」が日々寄り
添っており、意見や気づきは即時
にメモを取る習慣が根付いてい
る。
アンケート調査でもほとんどの家
族に回答いただき、高評価をいた
だいている。

職員会議を年に3,4回実施し、そ
の都度、職員からの提案に基づ
いた議題を話し合っている。
日常的に職員間で意見を述べ合
える良好な関係作りができてお
り、それが事業所の家庭的な雰囲
気づくりに繋がっている。

今年度はコロナ禍で、対外的な研
修会なども開催されることはなかっ
た

現場での要望や意見（有給休暇の
処理や急な病欠者、今年において
は濃厚接触者の判断なども）は、
管理者を通して意見をまとめ、代
表者に伝え新たな指示を受けてい
る

コロナ禍でもスタッフの確保に苦労
したこともあり、できなかった　　協
力医療機関の看護師による感染予
防のための防護服の着脱の仕方、
汚物の捨て方などの講義や指導を
受けた

各入所者には「担当者」を決め、お
持ちいただくものや本人の様子に
ついて、ご家族と連絡を取ることと
している　面会時には挨拶をして、
ご意見・要望を伝えていただける雰
囲気作りに努めている

職員会議を行う前に、会議で話し
合う議題やテーマについて、事前
に「提案箱」を置き、募っている

今年度は大阪公立大学社会福祉
学科の講師による「成年後見」の
学習会に職員が外部研修に行って
いる　　そこで得られたことなど共
有している

契約書・重要事項説明書を説明
し、不安のない形での入所に努め
ている



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援
 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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手紙や電話など、家族や知人との
コミュニケーションをとるための支
援を行っている。
地域に密着した事業所として、気
軽に立ち寄れる環境づくりを心掛
けている。コロナ禍において面会
の制限はあるが、挨拶や声掛けも
徹底している。

利用者同士仲良く過ごしていただく
べく、洗濯物たたみや野菜の皮む
きなど複数の利用者に「一緒に」取
り組んでもらっている　ただ取り組
むスピードも個々によって異なるの
で、担ってもらう役割も職員は考え
ている

入所時に引継ぎをしたケアマネや
地域包括のスタッフ、病院のソー
シャルワーカーなどにも定期的に
入所された方の様子の「報告」を
行っている

本来であれば家族さんの面会が十
分ある中で、家族との関係を大切
にしながらホームでの生活を送っ
てもらうべきである　　コロナ禍に
よって面会制限が長期となり、マス
クをつけ、ガラス越しでの面会とな
り、家族との関係は薄くなってきて
いる

面会制限によって、面会が可能な
時期であっても、ごく少人数の家族
の面会しかできない　昨年・今年の
正月などの面会も少なく、従来から
の関係が薄くなってしまっている

グループホームの施設の性格を理
解されていないまま、入所申込をさ
れる方もおられる　　「寝たきり」「常
時医療管理（点滴・経管）」「暴力行
為」など共同生活を送っていただく
ことに支障があったり、他の施設
（特養や介護型有料など）の方が
適している場合は、相談の上他施
設の紹介をする

洗濯物たたみ、野菜の皮むき、食
器拭きなど、まだまだできることに
ついてはお手伝いいただいている
入居者が一緒に取り組んでいる
と、会話も生まれいい雰囲気となる

入所相談はご家族が来られること
が多いが、その際に疑問や不安に
思っていることを事前に伺う　　ま
た「体験利用」時に本人と対面し、
心配に思っていることを聞いている
必ずしも納得していない入所もみら
れるが、不安や心配が解消できる
ように努めている

入所にあたって現在の本人の生活
を支え、見守っている家族はもちろ
ん、ケアマネや入院先のソーシャ
ルワーカーなどの意見も聴き取る
入院前に持っているであろう不安
や要望を聴き取ることで、家族が
感じているであろう気持ちの理解に
努める



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している
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日々のやり取りの中で思いや意
向の把握に努めている。
事業所から支給されているウエス
トポーチに職員全員がメモを入
れ、気づいたことや得られた情報
をすぐに書き留めるように徹底し
ている。担当がカルテに書き写し、
毎日全員が確認している。

かかりつけ医・看護師・理学療法
士の意見を取り 入れて作成して
いる。
ケア会議を半年に1回開催し、介
護計画をその都度見直している。

隣接した協力医療機関と密接に
連携をとり、週１回主治医の往診
があるため、入居者や家族だけで
なく職員の安心も得られている。
外部機関へは家族同伴のもと通
院し、情報共有を行っている。

今、本人ができることは何かなど、
言葉を掘り下げて具体的に記載
するよう意識いただきたい。
また、本人や家族から聞き取った
想いをケアプランに言語化し、そ
れに基づく目標と期間を設定して
みてはどうか。それにより、自分た
ちを理解してもらえているという安
心感に繋がると思われる。

入所前本人の生活を支えていただ
いていた民生委員や近所の方など
のインフォ―マルな資源も活用して
いたが、コロナ禍となって以来でき
ていない

ホームと同一敷地に有床診療所が
あり、そこの医師・看護師が定期的
に訪問をしている　　中には入所前
にかかっていた別の病院に通われ
ている方もおられる

個別記録には、午前・午後・夜間
各々の様子を４交替の職員が記入
をし、申し送りに用いている　　本
人の状態以外に、医師・看護師か
らの指示、バイタルチェックも記録
している

入所中に家族の状態も変化し、買
物（衣服の入れ替えなど）してくれ
る人がいなくなる方もおられた
化粧品・書籍・おやつなど家族が
果たせない物品の調達、また専門
医受診における介護タクシーの手
配なども、行ってきた

本人から聞き取るが、聞き取れな
い場合はケアマネなどから聞き取
る

個々の利用者には担当者を決め、
家族との連絡の窓口となっている
（担当者は一年交代　一年交代と
することでより多くのスタッフが家
族と接点を持つことができる）　　家
族から要望などがもたらされた際
は、管理者・計画作成担当者など
を含めて、ケース会議を開いて介
護計画の見直しをすることがある

本人から希望や思いを聞き取るこ
とが困難な方もおられる　　入所前
には本人の様子を家族やケアマネ
から聴き取り、本人の気持ちに沿
えるように検討をする

ご家族からの情報はもちろんだ
が、入所直前までサービス提供を
担っていたケアマネや医療ソー
シャルワーカーからも情報提供を
受ける　　サービスを受けることに
ついての、本人や家族などの様子
を把握することに努める



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている
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看取りに関する考え方として、 医
療的処置が常時必要となった 場
合は、主治医の説明のもと他 施
設へ移ることとなっている。
看取りを取り入れることも検討の
上、敢えて「死を感じさせない住ま
い」を選択している。

クリニックの存在や、1週間分の備
蓄により、安心した対応ができる。
年2回の避難訓練も適切に実施で
きている。昨年は夜間想定も実施
し、昼夜の対応の違いを職員間で
認識できた。

特に夜間の災害については、職
員個々の役割と経路の確認が重
要である。
消防や防災機器の企業などに協
力を仰ぎ、避難方法などのアドバ
イスを受けてみてはどうか。

避難が必要な際は、隣接している
診療所職員の応援を受ける体制

ができている　　避難は診療所の２
階と決めている

食事や水分が摂れなくなって衰弱
される方、がんなどの疾患が見つ
かる方もおられた　　施設では治療
ができないので、医師より病気につ
いて説明を家族には受けてもらっ
た上で、別の病院に入院して「治療
を続ける」かどうか、を判断しても
らっている

隣接している有床診療所の支援を
受ける体制となっている　　利用者
の状態について、受診などの判断
に迷う際は、診療所看護師（夜間
も）の指示を仰ぐことがあり、また
処置が必要な際は医師・看護師に
依頼をしている

発熱・嘔吐・腹痛を伴う便秘・胸痛
などがあった際、同一敷地にある
有床診療所の看護師には日常的
に相談のできる体勢となっている

毎年１～２人の入院がある　長期
の入院によって「寝たきり」になる
心配もあるので早期に退院ができ
るように、入院先と連絡をとってい
る　　また軽症であれば同一敷地
の有床診療所に入院いただくこと
もあるが、その際は「離床」の意味
も兼ねて、日中のみ「白馬」で過ご
していただくこともある



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている
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入居者の心と身体と尊厳を大切
にするという理念が日々のケアに
活かされている。
入所者には親しみを込めて接する
が、名前を下の名前や愛称で呼
ばないように、敬意も示すことを心
がけている。

オーナーが育てている野菜を使っ
た手作りの食事を提供している。
調理過程でも、食材を大切にして
匂いなども感じ取れるよう心掛け
ている。
食事の際には、通常は職員も家
族のように一緒に食べ、食事に集
中できる環境づくりを徹底してい
る。

入所者の状態に応じ、リハパンや
パットを使ったり、トイレ誘導の仕
方を決めたりして、皆で共有し介
助している。毎回の便チェックも行
い、体調管理に努めている。
トイレにはカーテンを付け、ケアの
際にもプライバシーが確保される
よう配慮している。

週３回、午後からの入浴であ る。
浴槽は段になっており、腰 を掛け
ながらゆったりと湯に浸 かる事が
出来る。
３分の１以上の入所者が 隣接クリ
ニックで機械浴を利用 している
が、機械浴であっても週２回の入
浴が確保されている。

一般浴については週３回行ってい
る　浴槽をまたげない方について
は、同一敷地にある診療所の機械
浴をお借りして、安全に入浴いただ
いている

排便の状況については記録を行
い、あらかじめ協力医療機関の医
師から指示を受けたうえで緩下剤
を投与している　　それでも十分な
排便がみられない場合は、協力医
療機関に浣腸をお願いしている

疾患により食事制限・水分制限の
ある方、嚥下障害があり普通食の
摂取が困難な方もおられる　　病気
や咀嚼能力、また本人の食事量
（食べきれる量）によって配膳・メ
ニューを変えている

半分くらいは義歯使用、半分くらいは自
分の歯で食べられている　　毎食後う
がいまたは歯磨きを行っているが、み
がき残しなどで口臭がきつい方もおら
れる　歯科医・歯科衛生士の訪問も受
けているので、対応を教わっている

立位が取れる方には、日中はおむつを
使わずトイレに誘導をしている　尿意便
意の乏しい方には、定時誘導を行い数
分便座に座ってもらうことで、排尿排便
ができるように見守っている　　夜間に
ついては安眠や夜勤者のみの介助（一
人介助）が危険でもあり、おむつを使っ
ている方もおられる

更衣は自分服を選んでもらってい
る　が、気候など適切ではない着
衣である場合は居室に行き、スタッ
フが一緒にタンスの中を服を選ぶ
ようにしている

野菜の皮むきやテーブル拭き、食
器拭きなどお手伝いのできる方に
はお願いをしている　　スタッフが
お手伝いをお願いすると、快く受け
て下さる方が多くなっている

一人での外出は認めていないが、
「散歩に行きたい」「足がなまる」な
ど歩行ができる方の声に応え、毎
日１～２回少人数での散歩に出か
けるようになった

ホームの日課は毎日定まっている
が、どうしても拒否をされる方につ
いては、対応するスタッフを変える
など、本人の思いや希望を引出す
ようにしている　　　また変更できる
ものは柔軟に対応している

共同作業やセルフケア（整容・更衣
など）をしてもらう際、「指示」「命
令」口調にならないように、毎回の
職員会議で申し合わせている
利用者の呼び方についても、失礼
のない呼び方をするように申し合
わせている



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる
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歩く機会を大切にして、毎日朝と
昼の２回、希望者を募って近所を
散歩している。
散歩に行けない入所者とも、駐車
場や玄関前で外気浴をしながら歌
を歌ったりしている。

高い吹き抜けから日差しがよく 入
るため、事業所全体が明るく感じ
られ、室温も保たれている。定期
的な換気を行い、掃除は入所者と
一緒に行っている。
毎月季節の絵を描き、ぬり絵や貼
り絵をみんなで作り、飾っている。
入所者が家庭的な「自分の居場
所」を認識できるような雰囲気づく
りを行っている。

居室の大きな窓からは、山や空が
見え、季節や天気を感じることが
できる。
利用者や家族の希望に合わせ
て、自宅で使用していた馴染みの
物等を持ち込んでもらい、家庭的
な第２の住まいとして意識いただ
けるように支援している。

自分の部屋やトイレの場所がわか
らない方もおられる　　利用者の様
子をみて声かけをしている

「一人」になる場所は居室以外にな
いが、ホーム内を歩きまわられて
いる方はおられる　　屋内でも歩
き、隣のユニットの方と話をするこ
とで満足をされている方もおられる

転倒の危険がなければ「持込」は
認めている　　自宅にあったテレ

ビ、仏壇、写真立て、造花など持ち
込まれている

面会制限をしている分、電話につ
いては制限をしていないので、本
人からかけたり、家族からかかっ
てくる方もおられる　　手紙をかか
れ、スタッフが投函している例もあ
る

居心地よく過ごしてもらえるように、
明るさ・室温などを意識している
トイレについては自動消灯としてい
る

コロナ禍により昨年・今年と外食な
どの行事、家族との外出（通院は
可）は中止している　　完全に落ち
着いた時点で以前のような外出
（行事として、また家族との外出と
して）機会を設けていきたい

原則金銭の持込は認めていない　　た
だ持っていないと落ち着かない方には
ホームが預かり、本人の希望するもの
（ハガキなど）をスタッフが買物に行っ
ている例はある　　その他の方は欲し
いものについては、家族に伝えるか、
スタッフが代わりに買物をしている
化粧品を希望される方が多い

本人が服用している薬は調剤薬局
から届いている薬剤情報を個々の
記録と一緒に綴じている　　処方に
変更があった際は、変更点を記録
に書いてスタッフに周知している

読書やパズル、クイズなど自宅での趣
味がある方は持ち込まれている　　屋
外に出ることがほとんどなく、歌・塗り
絵・貼り絵など提供できることは少ない
が、初めて取り組んだ方の中には喜ん
でしていただあいている方もおられる

離床をしてもらうことが基本にある
が、長時間座位をとることが困難な
方については、「午後から」「おやつ
時から」「随時」など個々に臥床し

てもらっている



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

②数日に１回ある

①毎日ある

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどいない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない
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職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている
（参考項目：9,10,19）

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③たまにある




